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ガスライターの事故ガスライターの事故

【事例】たばこに点火後、ライターをシャツの胸ポケットに入
れていたら、火が出て腕や指にやけどを負った。

【事故原因】

ライターの残火がシャツに燃

残火残火残火残火：：：：着火着火着火着火レバーからレバーからレバーからレバーから指指指指をををを離離離離しししし
てもてもてもても火火火火がついているがついているがついているがついている状態状態状態状態
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ライターの残火がシャツに燃
え移ったものです。

� 着火レバーとノズルネジの間にゴミなどの異物が挟ま
ると残火の原因となるので、取り除いてください。ふた
のないタイプは特に付着しやすいので注意してください。

� ライターは安全基準に適合したものをご使用ください。



再現実験：ライターの残火から発火
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ガスライターでの事故防止ガスライターでの事故防止

ガスライターの安全基準強化へ（平成22年12月施行）

・消費生活用製品安全法の｢特定製品｣等に指定し、製造や販売を規制する。

・チャイルドレジスタンス（ＣＲ）～子どもが製品を簡単に操作できないようにす
る仕組みを付ける。（着火レバーを重くする、同時に２つ以上の操作が必要）

ガスライターによる火遊びが原因とみられる火災で、幼い子どもが
犠牲になる事故が多発。

幼い子どものいる家庭での注意事項
� 子どもの手の届くところにライターを置かない。

� 子どもにライターを触らせない。

� 子どもがライターで火遊びをしているのを見か

けたら、すぐに注意 してやめさせる。

る仕組みを付ける。（着火レバーを重くする、同時に２つ以上の操作が必要）
・ 経過措置が終了する平成23年9月27日以降、技術基準を満たさないもの販
売禁止。
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ガスこんガスこんろのろの事故（１）事故（１） グリルから出火グリルから出火

【事例】使用中のガスこんろのグリルの奧から発煙して出火
し、住宅が全焼した。(身守りハンドブック2011 ７ページ）

【事故原因】
ガスこんろのグリルで魚を調理したまま放置

していました。そのため、受け皿にたまってい
た魚の油脂等が過熱されて発火し、火災た魚の油脂等が過熱されて発火し、火災
に至ったものです。

� グリル内は、魚の脂などの汚れが付着しないように
日頃から手入れをしましょう。

� ガスこんろ付近には段ボール、新聞紙、ビニールート
などの可燃物や可燃性のスプレー、カセットこんろな
どを置かないようにしてください。
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再現実験：ガスこんろグリルからの発火再現実験
汚汚汚汚れたグリルれたグリルれたグリルれたグリル、、、、水少水少水少水少なめでなめでなめでなめで再現再現再現再現
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ガスこんガスこんろのろの事故（２）事故（２） こんこんろのろの火が衣服に着火火が衣服に着火

【事例】やかんで湯を沸かしていたところ、ガ
スこんろの火が衣服に燃え移って死亡した。

(身守りハンドブック2011 ７ページ)

【事故原因】

ガスこんろの火に近づき過ぎた
ため、火が衣服についたものです。ため、火が衣服についたものです。

�ガスコンロのように火を扱う製品では、火に近づき
過ぎないでください。特に火の上には絶対身体をか
ざさないでください。火が見えていなくてもバーナー
の上は高温であり着火しやすくなっています。ガス
こんろの奥に手を伸ばすときは、必ずバーナーの火
を消してください。
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再現実験：こんろの火が衣服に燃え移る

袖に着火後、11秒で肩まで燃え広がった。
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ＩＨこんろＩＨこんろ((電磁調理器電磁調理器))による天ぷら油火災による天ぷら油火災

【事例１】 Ｉ Ｈクッキングヒーターで汎用のなべを用いて天ぷら調理
をしたところ発火した。

【事例２】 Ｉ Ｈ調理器付近から出火して、レンジフードの一部を焼損

し、消火時に家人が顔面などにやけどを負った。

【事故原因】【事故原因】

【事例１】 揚げ物キーを使っていたが、ＩＨ
専用の調理なべを使用しなかったことから、
油が過熱され発火したものです。

【事例２】 調理の際にその場を離れ、油量
も少なく、付属の揚げ物調理用なべを使用
せず、更に揚げ物専用コースを使わず手動
で加熱したため、油が発火したものです。
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再現実験：ＩＨこんろ天ぷら油火災
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少量の油で、底にくぼみがあるなべを使用→発火



ＩＨこんろの原理とセンサーの温度特性ＩＨこんろの原理とセンサーの温度特性

なべ底にくぼみがあると、
空気層ができて温度セン
サーが正しく働きません。

油の温度と温度センサー
が検知する温度に差が生
じています。
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ＩＨこんろで揚げ物調理をする際は取扱説明書を良く読んで、
以下のことに注意して正しく使用してください。

ＩＨこんろによる天ぷら油火災の注意ポイントＩＨこんろによる天ぷら油火災の注意ポイント

� 揚げ物調理中はその場を離れないでください。

� 調理中、その場を離れるときはスイッチを必ず切ってくだ
さい。

� なベ底に反りなどがあると温度センサーが正確に働かな� なベ底に反りなどがあると温度センサーが正確に働かな
いので、付属の揚げ物調理用なべを使い、付属のなべが
ないときは、底が平らなＩＨ専用なべを使ってください。

� 揚げ物調理時の油量は、取扱説明書に従ってください。
油量が少ないと温度が急激に上がるため、温度センサー
が正確な温度を測定できません。
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電気ストーブの事故（１）電気ストーブの事故（１）

【事例１】住宅から出火して全焼し、1人が死亡した。
(身守りハンドブック2011 21ページ）

【事故原因】

電気ストーブの上に干していた洗濯物
が落下して、ヒーターに接触し着火したもが落下して、ヒーターに接触し着火したも
のです。

� ストーブの上部や周辺で洗濯物を乾かさ
ないでください。

� 洗濯ばさみで留めたつもりでも、乾燥して
軽くなった洗濯物が上昇気流に煽られス
トーブの上に落下する危険性があります。
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再現実験：洗濯物が落下して火災

洗濯物が落下後、約７分で白煙→約１０分で着火
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電気ストーブの事故（２）電気ストーブの事故（２）

【事例2】電気ストーブがある居間付近から出火して全焼し、
1人が死亡した。(身守りハンドブック2011 21ページ）

【事故原因】

電気ストーブをつけたまま寝たため、
布団がヒーターに接触し着火したもので布団がヒーターに接触し着火したもので
す。

� 寝る時は、必ず電源スイッチを切りましょ
う。

� 就寝中、寝返りをうった時に布団が接触
して火災になった事例があります。
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再現実験：就寝中、ふとんに電気ストーブが接触

接触後、約２分で白煙→約１６分３０秒で着火
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石油ストーブの事故石油ストーブの事故

【事例】住宅から出火して全焼し、ほか４棟も焼けた。
(身守りハンドブック2011 20ページ）

【事故原因】

石油ストーブに給油をする際、消
火せず、さらにカートリッジタンクの
ふた（ネジ式）の締め方が不十分ふた（ネジ式）の締め方が不十分
だったため、灯油がこぼれてストー
ブの火が引火したものです。

� 給油は必ずストーブの火を消してから行ってください。

� 給油タンクのふたが確実に締まったかどうか確認して
ください。給油時消火装置付でも注意して給油をし
てください。
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再現実験：消火しないで、カーリッジタンクに給油

火が付いたまま給油し、ふたの締まり具合が不十分
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延長コード（テーブルタップ）の事故延長コード（テーブルタップ）の事故

【事例】４口スイッチ付きマルチタップに、金魚観賞用水槽
の循環用ポンプや照明器具などのコードを接続し使用して
いたところ留守中に発火し、壁などが焼け焦げた。

【事故原因】

水槽の水が電話機の電源コードづた
いに流れたことにより、マルチタップ内部
に浸水・滞留したため、取付端子部でト
ラッキング現象が発生し、短絡・スパー
クし、出火したものです。

� テーブルタップ、プラグ、コンセント等
は、水のかからない場所に設置してく
ださい。
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電話機電源コード配線経路

水槽水の流れ経路



「観賞魚用水槽近傍のテーブルタップの発火」実験
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くらしに潜む危険くらしに潜む危険

�ガスガスガスガス湯沸器湯沸器湯沸器湯沸器（（（（給湯器給湯器給湯器給湯器））））でででで一酸化炭素中毒一酸化炭素中毒一酸化炭素中毒一酸化炭素中毒））））
�電気電気電気電気こんこんこんこんろにろにろにろに体体体体がががが触触触触れてスイッチがれてスイッチがれてスイッチがれてスイッチがＯＮＯＮＯＮＯＮ
�電子電子電子電子レンジでレンジでレンジでレンジで加熱中加熱中加熱中加熱中のののの食品食品食品食品がががが発火発火発火発火
�電動電動電動電動アシストアシストアシストアシスト自転車自転車自転車自転車、、、、ケンケンケンケンケンケンケンケン乗乗乗乗りでりでりでりで急発進急発進急発進急発進
�電気電気電気電気スタンドがスタンドがスタンドがスタンドが転倒転倒転倒転倒してしてしてして出火出火出火出火

などのなどのなどのなどの誤使用誤使用誤使用誤使用やややや不注意不注意不注意不注意によりによりによりにより事故事故事故事故がががが発生発生発生発生していますしていますしていますしています。。。。

「身身身身・・・・守守守守りハンドブックりハンドブックりハンドブックりハンドブック201201201201１１１１」」」」はははは、、、、これまでこれまでこれまでこれまで実際実際実際実際にににに
発生発生発生発生したしたしたした誤使用誤使用誤使用誤使用やややや不注意不注意不注意不注意のののの事故事例事故事例事故事例事故事例をををを取取取取りりりり上上上上げげげげ、、、、
製品製品製品製品とととと安全安全安全安全につきあうためのにつきあうためのにつきあうためのにつきあうための心構心構心構心構えをまとめたえをまとめたえをまとめたえをまとめたもももも
のですのですのですのです。。。。

ダウンロードも出来ます。下記のホームページで
http://www.nite.go.jp/jiko/handbook/goshiyou_handboook.html

これらのこれらのこれらのこれらの事故事故事故事故からからからから身身身身をををを守守守守るには・・・るには・・・るには・・・るには・・・

21



ＮＩＴＥホームページＮＩＴＥホームページ http://www.nite.go.jp/
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http://www.nite.go.jp/NITENITEホームページ（製品安全分野）ホームページ（製品安全分野）
http://www.jiko.nite.go.jp/
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事故情報の検索事故情報の検索

事故情報の検索

NITEが平成8年度から収集した事
故情報が検索できます。（収録件数
3万3千件以上）

検索画面

キーワードに調べたい製品名を入
力し 検索ボタンを押すと
検索できます。
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最新の社告・リコール最新の社告・リコール
http://www.nite.go.jp/jiko/index4.html
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事故事故事故事故のののの未然未然未然未然・・・・再発防止再発防止再発防止再発防止のためのためのためのため、、、、気気気気をををを付付付付けてけてけてけて欲欲欲欲しいしいしいしい事故情報事故情報事故情報事故情報・リコール・リコール・リコール・リコール情報情報情報情報をををを月月月月２２２２回回回回（（（（第第第第２２２２・・・・４４４４火曜日火曜日火曜日火曜日））））にににに電子電子電子電子メールメールメールメール

でででで発信発信発信発信していますのでしていますのでしていますのでしていますので、、、、ぜひぜひぜひぜひPSPSPSPSマガジンにごマガジンにごマガジンにごマガジンにご登録登録登録登録くださいくださいくださいください。。。。

製品安全情報マガジン製品安全情報マガジン（（PSPSマガジン）マガジン）

配信配信配信配信ごごごご希望希望希望希望のののの方方方方はははは、、、、ホームページにてホームページにてホームページにてホームページにて
電子電子電子電子メールアドレスをごメールアドレスをごメールアドレスをごメールアドレスをご登録登録登録登録くださいくださいくださいください。。。。

登録 http://www.nite.go.jp/jiko/psm/

配信サンプル
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注意喚起ちらし注意喚起ちらし

実際に起こった事故事例やリコール情報を掲載したチラシを無
償でダウンロードできます。(白黒印刷にも対応しています)
http://www.nite.go.jp/jiko/chirashi/chirashi.html
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ミニポスターと再現実験映像ミニポスターと再現実験映像

http://www.nite.go.jp/jiko/poster/poster.html

注意喚起ポスター（pdf
型式）と再現実験動画は
無償でダウンロードでき
ます。

動画をクリックす
ると再現実験動画がご覧ると再現実験動画がご覧
いただけます。

扇風機の発火映像
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製品事故の防止について記者説明会製品事故の防止について記者説明会

Ｈ２３年

製品事故に遭わないために製品事故の防止について報道機関
への説明会を毎月開催しています。これに併せて支所ごとに
地方新聞社に説明資料と地域ごとの事故の概要も提供してい
ます。また、消費生活センター等の消費者展での事故品展示、
ポスター展示も行っています。

Ｈ２３年
１月 着衣着火事故の防止について（注意喚起）
２月 電源コード及び配線器具の誤った取り扱いによる事故の防止について（注意喚起）
４月 災害復旧時の製品事故の防止について（注意喚起）
５月 扇風機による火災事故の防止について（注意喚起）
６月 エアコンによる事故の防止について（注意喚起）
７月 カセットこんろによる事故の防止について（注意喚起）
８月 ＩＨこんろにによる事故の防止について（注意喚起）
９月 子どもによるライター等の事故の防止について（注意喚起）

１０月 暖房器具による事故の防止について（注意喚起）
１１月 除雪機の事故の防止について（注意喚起）
１２月 自転車等の事故の防止について（注意喚起）
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